
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
さわやかな秋空のもと 【第 19 回ひゅ-まんフェスタ】

が、11 月 14 日(土) プリズムホールで例年のオープニン

グセレモニーはなく、静かな幕開けで行われました。 

ホールに入る時と各部屋に入る時は、みなさんマスク

をされて、アルコール消毒をして、しっかり感染対策して

おられました。 

コロナの影響でボランティア活動そのものが、できなく

なっている中、ここではボランティアのみなさんが元気で

楽しくご活躍されていました。 

今回のボランティアだよりは、ニコニコえがお、キラキ

ラじんけん、ワクワクみらいの 【ひゅ-まんフェスタ】づく

しです。プリズムホールの 1F～5F まで全館を使って、い

ろいろな催しがなされました。 

 

 3F の展示室では、入ってすぐのところで、楽

しそうな声が聞こえてきました。 

「ディスコンで遊ぼう！」 ということで、子どもさんたち、

大人も一緒に楽しく遊んでいます。パラリンピックでの正

式競技に決まり、おおいに盛り上がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者作業所の授産製品の販売と点字がされて 

います。温もりのある手作りの作品が、たくさんありまし

た。「お気に入りの品物は見つかったかな？」   

〔かけはしになりたい展 2020〕 〔こんにちは高齢者あ

んしんセンターです〕 〔八尾市企業人権協議会〕 〔平

和について考えよう〕など、パネルや色々な工夫した展

示を通じて、各種啓発活動が行われました。 

ごくごく身近な問題として、放置自転車の取り組みな

ど、障がい者の視点に立った啓発、安全・安心な街づく

りについて、活動している明るくて元気な方々に、パワ

ーをいただきました。 

日本語教室のみなさんは、コロナで 3 月から 10 月ま

で、教室を開くことができなかったこと、来日されてから

の苦労された話、とくに日本語習得に苦労されたことな

どを、書いてくださいました。そしてクイズに答えて、すて

きな景品がもらえるラリーがあり、みんな一緒懸命にな

って答えていました。 

コロナは、まだまだ続くようですが、上手に付き合って

いきましょう！ 来年も期待してね、‼ 

 

 
サポートやお 

ボランティアだより 

★発行 社会福祉法人 八尾市社会福祉協議会、八尾市ボランティア連絡会 
★住所 〒581-0018  八尾市青山町 4－4－18 在宅福祉サービスネットワークセンター内 
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第 19 回 ひゅ～まんフェスタ 

～ 皆 を 夢 中 に さ せ た 一 日 ～ 

（2 面につづく） 



 

 1 階 “光の広場”では、各種体験コーナーを

設置。 

〔ひゅーペン〕と記念撮影、糸と心を一緒に織りなす

〔さをり織り〕体験、〔YIC（八尾インターナショナルセンタ

ー）多文化 BINGO！〕・・・世界各国の遺跡を巡ってのビ

ンゴゲーム、隣では〔木の人形作り〕、奥の方では桂・安

中青少年会館の〔プラパンでキーホルダーを作ろう〕。人

気の≪鬼滅の刃≫ のキャラクター選び・色付け・焼きで

世界で一つのキーホルダーに笑顔。 

ソーシャルディスタンス、マスクをしながら、どのコー

ナーもそれぞれ新しい体験・素敵な出会いのひとときで

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 階展示室では「今年は体験を避けて展示

だけとなった」と残念そうです。そこでは、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 ・中学生が、人権問題に対して、ポスター、絵、詩な

どで多様な訴えをしています。また、≪戦争の悲惨さ≫

を表すオリジナル絵本が展示されていました。 

小学生の女の子「ポスターが素晴らしい」と、男の子

｢自分の気持ちをうまく訴えていて、素晴らしい｣と感想を

話してくれました。 

体験の部屋では、点字体験やボッチャや盲導犬『ウェ

ンディ』と楽しく遊んでいます。出てくると、バルーンと飴

のつかみ取りが待っていて、ご満悦の子ども達の顔。 

回廊ギャラリーでは、思わず「かわいい」と声が出る

子どもの顔が並んでいます。この子ども達を大切に守り

育てたいものです。 

 

 

 

5 階では、午前中は子どものためのプレパ

ークと題してピンボールや輪なげ ・子どもの

けんりクイズラリー ・けんりカルタ・子どもの権利条約ど

んぐり投票などの色々なブースが設けてありました。 

担当されていた CAP プロジェクトやおさんと KARALIN

さんが一番伝えたかったのは「子どもの権利条約の内

容を 1 人でも多くの人に広めたい」という事のようです。

条文を親しみやすい大阪弁で、絵を添えて展示し、「ど

れが大事だと思う？」と問いかけたり、カルタ取りで子ど

もたちに訴えかけたり、普及に尽力されていました。 

 午後は、劇団どろっぷさんの『里の風 HOTEL』の上演

も大盛況で、出演者の人達も楽しまれていました。 
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～ 素 敵 な 出 会 い の ひ と と き ～ 

～ 子 ど も も 思 う 存 分 体 験 ～ 

～ 誰 に で も 分 り 易 く ～ 



 

 

 

 

私達『ひまわりの会』は、1982 年に設立され、介護を

主として活動がなされていたと聞いています。名前の由

来は『親しみやすいから』との理由で付けられたそうで

す。 

設立当初より、名前をかえることなく 38 年間活動を行

っていますが、先輩の方々の活動が高く評価され、2010

年緑綬褒章を受章、2018 年には八尾市長表彰を受賞

いたしました。 

現在会員数は、31 名（男性 14 名、女性 17 名）で定例

会議を毎月第 1 水曜日に開催し、 

※ 特別養護老人ホームでの活動 

※ バザー、各種イベント等の手伝い 

※ 特別支援学校の運動会、スポーツ大会の手伝い 

※ “ひまわりカフェ” の手伝い（社会福祉会館 3 階） 

※ その他、依頼に応じて随時お手伝い 

以上の内容で活動を行っています。 

昨年の活動実績は 33 施設で 1,188 人が参加しまし 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は残念ながら新型コロナウィルスの為に 2020

年 3 月より全ての活動が自粛となり、10 月より少しずつ 

再開が出来る事となりましたが、1 日も早く元の活動が

出来るよう願うばかりです。 

また、活動以外に親睦を深めようと、グループ恒例の

［新年会]を、4 月には大畑山で［バーベキュー］を実施し

ています。 

 私たちの活動に興味のある方は、定例会議の見学

や、お試し入会も可能ですので、ぜひお気軽にご連絡

下さい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小春日和の日差しまぶしい 10 月半ば、“お元気さま

デイサービス愛の輪”に伺いました。高安駅から西へ徒

歩 12 分ほど中田 5 丁目の交差点の南東。 

こちらは 18 人以下の小規模デイサービスの地域密着

型通所事業所で、食事や入浴等の日常生活支援や生

活機能訓練などのサービスを日帰りで提供されていま

す。スタッフは 4 人で他に厨房・送迎とで計 6 人で運営。 

 

緊急事態宣言下でも、行政指導に従いサービスをつ 

づけられ、利用が 1 日に 4 人だけの日も。ライフラインと

しての利用もあり、簡単に休めないとのこと。しかし、ボ

ランティアはストップ。月 1 回のお習字や、折り紙教室を

楽しみにしている利用者さんからの「いつ再開？」の質

問がつらかったそうです。 

壁には、いっぱいの掲示物。〔フィットネスバイクでお

遍路さん〕は、走った距離を四国八十八か所巡りにあて

はめて励む。おいしそうなサンマの〔ぬり絵コンテスト〕

は、名前を伏せ投票を行いランク付け等々。小さな興味

が目標となって、夢中になる。今日は、6 月に再開した

月 1 回の〔お習字教室〕です。お体に不自由をかかえる

3 人の方が、熱心に取り組んでおられました。 

 

※ コロナ禍での取材のご協力に感謝いたします。
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広がれボランティアの輪 64 

福祉施設訪問 63 

（ひまわりの会） 

コロナ禍でも 皆さん楽しく！！ 

～ お元気さまデイサービス愛の輪 ～ 



編集委員：大下 地恵子、尾崎 光二、二葉 登代子、舘 邦夫、      

藤後 聡子、原口 延子、伊東 朋子、上東 百合子、小林 昇  

 

～多目的ホール・会議室における貸し出しガイドライン～ 

1．社会的距離（ソーシャルディスタンス）の確保   (3)マスク着用等をお願いします。 

感染予防の為、人との接触を避け、対人距離を   ４．部屋の換気を徹底 

できる限り 2ｍ(最低 1ｍ)以上確保して下さい。      密閉空間とならない様に、30 分に 1 回程度を 

２．名簿を提出                   目安とし開窓・開扉等による換気をして下さい。 

  代表者は、使用者全員の氏名と連絡先の名簿を    ５．利用制限（利用をお断りする事もあります。） 

使用後にセンターへ提出して下さい。         各団体は、参加者の体調を確認し、以下の該当 

３．消毒・検温の徹底（厳守）            する方については参加を見合わせる事。 

(1)1 階入口で消毒と検温装置で検温をして下さい。    (1)体調不良の方（発熱・咳） 

(2)使用後の備品、机や椅子、マイク等の消毒を     (2)咳・喉の不調等の風邪症状のある方 

実施して下さい。                   (3)同居親族に感染疑いのある方 

  ・感染が疑われる方が発生した場合、速やかに職員に報告し、指示に従って下さい。 

・使用団体の代表者は保健所へ連絡し、濃厚接触者調査の指示に従って下さい。 

 

 

                                   随時     75 歳までの 

                                                                    体験が    運転手さん大歓迎 

  出来ます 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇社会福祉会館・サポートやおへの道順◇ 

 

社会福祉法人 八尾市社会福祉協議会 

ボランティアセンター 

 

〒５８１－００１８ 

大阪府八尾市青山町４－４－１８ 

八尾市在宅福祉サービス 

ネットワークセンター内（サポートやお） 
 

電話：０７２－９２５－１０４５ 

ＦＡＸ：０７２－９２５－１１６１ 

 syakyoyao@mth.biglobe.ne.jp 
 

(徒歩) 
(社会福祉会館) 
近鉄八尾駅より7分

JR八尾駅より10分

(サポートやお) 
近鉄八尾駅・山本

駅・高安駅よりいず

れも 20 分 
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＜八尾市ウェルネスダーツ協会＞ 
 

 認知症予防、介護予防、機能回復に優

れた効果があり、高齢者や多くの市民

がウェルネスダーツを楽しみ、心身と

もに健康な市民生活に貢献する活  
動をします。 

福祉プラットホームに新しく

グループ登録されました 

～コロナ禍での活動報告～ 
八尾傾聴「えくぼ」が、聴覚障がい者 
の方の在宅傾聴の活動を始めました！ 


